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(57)【要約】
【課題】画像の乱れを抑えつつ、照明部に無接点で給電
できるアダプタ式内視鏡を提供すること。
【解決手段】挿入部側ユニット６１は、第１の挿入部側
誘導部６１ａと、第１の挿入部側誘導部６１ａから吐き
出された磁束が吸い込まれるように磁束を誘導する第２
の挿入部側誘導部６１ｂとを有している。アダプタ側ユ
ニット６３は、第１のアダプタ側誘導部６３ａと、第１
の挿入部側誘導部６１ａから吐き出される磁束と交差し
て電磁誘導作用を生じる第２のアダプタ側誘導部６３ｂ
とを有している。
【選択図】図２Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部と、
　電源部から前記挿入部を介して供給される電力によって対象物に照明光を出射する照明
部を有し、前記挿入部の先端部に対して着脱自在なアダプタと、
　前記挿入部の内部と前記アダプタの内部とに配設され、前記対象物を撮像する撮像ユニ
ットと、
　前記挿入部の内部と前記アダプタの内部とに配設され、前記撮像ユニットの周囲に配設
され、前記挿入部側から前記照明部に電磁誘導によって無接点で給電する無接点給電ユニ
ットと、
　を具備し、
　前記無接点給電ユニットは、
　　前記挿入部の前記先端部に配設され、前記電源部から前記電力を供給される挿入部側
ユニットと、
　　前記アダプタが前記挿入部の前記先端部に取り付けられた際に、前記挿入部側ユニッ
トに対向し、前記挿入部側ユニットとの間で電磁誘導が発生するように前記アダプタに配
設され、前記照明部と電気的に接続し、電磁誘導によって前記挿入部側給電ユニットから
無接点で給電され、前記電力を前記照明部に供給するアダプタ側ユニットと、
　を有し、
　　前記挿入部側ユニットは、
　　　第１の挿入部側誘導部と、
　　　前記第１の挿入部側誘導部と逆のコイル極性を有し、前記第１の挿入部側誘導部か
ら吐き出された磁束が吸い込まれるように磁束を誘導する第２の挿入部側誘導部と、
　　を有し、
　　前記アダプタ側ユニットは、
　　　前記第２の挿入部側誘導部に吸い込まれる磁束と交差して電磁誘導作用を生じる第
１のアダプタ側誘導部と、
　　　前記第１の挿入部側誘導部から吐き出される磁束と交差して電磁誘導作用を生じる
第２のアダプタ側誘導部と、
　　を有することを特徴とするアダプタ式内視鏡。
【請求項２】
　前記第１の挿入部側誘導部と、前記第２の挿入部側誘導部とは、前記撮像ユニットを中
心に同心円状に配設され、
　前記第２のアダプタ側誘導部と、前記第１のアダプタ側誘導部とは、前記撮像ユニット
を中心に同心円状に配設されていることを特徴とする請求項１に記載のアダプタ式内視鏡
。
【請求項３】
　前記第１の挿入部側誘導部と前記第２の挿入部側誘導部とは、プリント状の第１の基板
部に配設され、
　前記第２のアダプタ側誘導部と前記第１のアダプタ側誘導部とは、プリント状の第２の
基板部に配設されていることを特徴とする請求項２に記載のアダプタ式内視鏡。
【請求項４】
　前記照明部は、複数配設され、
　前記アダプタ側ユニットは、前記照明部と同数のグループに分けられていることを特徴
とする請求項３に記載のアダプタ式内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、挿入部と挿入部の先端部に着脱自在なアダプタとを有し、アダプタに配設さ
れる照明部に挿入部側から無接点で給電するアダプタ式内視鏡に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　アダプタ式内視鏡は、挿入部と、挿入部の先端部に対して着脱自在なアダプタとを有し
ている。挿入部は挿入部の先端部に配設されている例えば金属端子などの電気接続部を有
し、アダプタは例えば金属端子などの電気接続部を有している。またアダプタは、例えば
、ＬＥＤ等の照明部を有している。
【０００３】
　照明部への給電は、アダプタが挿入部の先端部に取り付けられた際に、挿入部の電気接
続部がアダプタの電気接続部と電気的に接続することで、実施される。しかしながら、ア
ダプタが挿入部の先端部から取り外された際、挿入部の電気接続部とアダプタの電気接続
部とは、露出してしまう。このため、これら電気接続部は、例えば水や油等が電気接続部
に付着することによって、腐食する虞が生じる。よって、給電の効率が低下する虞が生じ
る。
【０００４】
　このため、例えば特許文献１は、腐食が影響しないように、無接点で給電する内視鏡用
光源装置を開示している。この内視鏡用光源装置は１対のコイルを有し、コイル間に生じ
る電磁誘導によって給電が無接点で実施される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許３９９５８７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１で実施された無接点給電がアダプタ式内視鏡にて用いられる場合、コイルは
挿入部の先端部とアダプタとに配設される必要がある。
【０００７】
　しかしながらコイルが挿入部の先端部に配設されると、電磁誘導が作用する際に生じる
磁束が挿入部の先端部に配設されている撮像ユニットに影響を及ぼしてしまう。これによ
り、撮像ユニットは誤作動し、撮像ユニットが撮像した画像が乱れる虞が生じる。
【０００８】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、画像の乱れを抑えつつ、照明部
に無接点で給電できるアダプタ式内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は目的を達成するために、挿入部と、電源部から前記挿入部を介して供給される
電力によって対象物に照明光を出射する照明部を有し、前記挿入部の先端部に対して着脱
自在なアダプタと、前記挿入部の内部と前記アダプタの内部とに配設され、前記対象物を
撮像する撮像ユニットと、前記挿入部の内部と前記アダプタの内部とに配設され、前記撮
像ユニットの周囲に配設され、前記挿入部側から前記照明部に電磁誘導によって無接点で
給電する無接点給電ユニットと、を具備し、前記無接点給電ユニットは、前記挿入部の前
記先端部に配設され、前記電源部から前記電力を供給される挿入部側ユニットと、前記ア
ダプタが前記挿入部の前記先端部に取り付けられた際に、前記挿入部側ユニットに対向し
、前記挿入部側ユニットとの間で電磁誘導が発生するように前記アダプタに配設され、前
記照明部と電気的に接続し、電磁誘導によって前記挿入部側給電ユニットから無接点で給
電され、前記電力を前記照明部に供給するアダプタ側ユニットと、を有し、前記挿入部側
ユニットは、第１の挿入部側誘導部と、前記第１の挿入部側誘導部と逆のコイル極性を有
し、前記第１の挿入部側誘導部から吐き出された磁束が吸い込まれるように磁束を誘導す
る第２の挿入部側誘導部と、を有し、前記アダプタ側ユニットは、前記第２の挿入部側誘
導部に吸い込まれる磁束と交差して電磁誘導作用を生じる第１のアダプタ側誘導部と、前
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記第１の挿入部側誘導部から吐き出される磁束と交差して電磁誘導作用を生じる第２のア
ダプタ側誘導部と、を有することを特徴とするアダプタ式内視鏡を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、画像の乱れを抑えつつ、照明部に無接点で給電できるアダプタ式内視
鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明に係る第１の実施形態における内視鏡の概略図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１の実施形態における挿入部の先端部とアダプタとの接続状態を
示す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、無接点給電ユニットにおける磁束の流れの概念を示す図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、電源部と無接点給電ユニットと照明部との電気的な接続を示す図で
ある。
【図３】図３は、第２の実施形態における電源部と無接点給電ユニットと照明部との電気
的な接続を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとを参照して第１の実施形態について説明する。
【００１３】
　［アダプタ式内視鏡１０］　
　図１と図２Ａとに示すように、アダプタ式内視鏡１０は、アダプタ式内視鏡１０を操作
する操作部２０と、操作部２０の先端部と連結する挿入部３０と、対象物に照明光を出射
する照明部４１を有し、挿入部３０の先端部３１に対して着脱自在なアダプタ４０とを有
している。　
　また図２Ａに示すように、アダプタ式内視鏡１０は、挿入部３０の内部とアダプタ４０
の内部とに配設され、対象物を撮像する撮像ユニット５０と、挿入部３０の内部とアダプ
タ４０の内部とに配設され、挿入部３０側から照明部４１に電磁誘導によって無接点で給
電する無接点給電ユニット６０とを有している。
【００１４】
　[操作部２０]　　
　図１に示すように、操作部２０は、挿入部３０が延出している本体部２１と、本体部２
１の基端部と連結し、アダプタ式内視鏡１０を操作する操作者によって把持される把持部
２３と、把持部２３と接続しているユニバーサルコード２５とを有している。　
　図１に示すように、ユニバーサルコード２５は、電源部７０と着脱自在なコネクタ部２
５ａを有している。電源部７０は、コネクタ部２５ａが電源部７０と接続した際に、交流
電圧を印加し、アダプタ式内視鏡１０に電力を供給する。このとき例えば、電源部７０は
、コネクタ部２５ａとユニバーサルコード２５と操作部２０と挿入部３０と無接点給電ユ
ニット６０とを介して照明部４１に電力を供給する。
【００１５】
　[挿入部３０]　
　挿入部３０は、例えば構造物に挿入される。このような挿入部３０を有するアダプタ式
内視鏡１０は、例えば工業用に用いられる。
【００１６】
　[アダプタ４０]　
　図２Ａに示すように、アダプタ４０は、アダプタ４０の中心軸が挿入部３０の中心軸と
同一直線上に配設され、アダプタ４０が挿入部３０の先端部３１を覆うように、挿入部３
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０の先端部３１に取り付けられる。アダプタ４０は、例えば、挿入部３０の先端部３１と
略同一の外径を有している。　
　図２Ａに示すように、アダプタ４０は、アダプタ４０の先端面４０ａに配設されている
照明部４１を有している。照明部４１は、コネクタ部２５ａが電源部７０と接続した際に
、電源部７０からコネクタ部２５ａとユニバーサルコード２５と操作部２０と挿入部３０
と無接点給電ユニット６０とを介して供給される電力によって、対象物に照明光を出射す
る。照明部４１は、例えば、複数配設されている。この場合、例えば、これら照明部４１
は、アダプタ４０の中心軸、言い換えると後述するレンズユニット５３を中心に同心円状
に配設されている。照明部４１は、例えばＬＥＤを有している。
【００１７】
　[撮像ユニット５０]　
　図２Ａに示すように、撮像ユニット５０は、挿入部３０の先端部３１の内部に配設され
、挿入部３０の中心軸上に配設されている本体ユニット５１と、アダプタ４０に配設され
、アダプタ４０の中心軸上に配設されているレンズユニット５３とを有している。
【００１８】
　図２Ａに示すように、本体ユニット５１は、先端部３１に配設されている撮像レンズ５
１ａと、撮像レンズ５１ａよりも挿入部３０の基端部側に配設され、対象物を撮像する撮
像素子５１ｂとを有している。撮像素子５１ｂは、撮像ケーブル５１ｃと接続している。
この撮像ケーブル５１ｃは、挿入部３０と操作部２０とユニバーサルコード２５とを挿通
し、コネクタ部２５ａにまで配設されている。コネクタ部２５ａが電源部７０と接続した
際に、電力が電源部７０から撮像ケーブル５１ｃを介して撮像素子５１ｂに供給される。
撮像素子５１ｂは電力によって駆動して対象物を撮像する。
【００１９】
　図２Ａに示すように、レンズユニット５３は、アダプタ４０の先端面４０ａに配設され
ているレンズカバー５３ａと、レンズカバー５３ａよりもアダプタ４０の基端部側に配設
されているアダプタ側レンズ５３ｂとを有している。レンズユニット５３は、アダプタ４
０が挿入部３０の先端部３１に取り付けられた際、撮像ユニット５０と同一直線上に配設
される。
【００２０】
　[無接点給電ユニット６０]　 
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、無接点給電ユニット６０は、例えば、撮像ユニット５
０の周囲に配設されている。無接点給電ユニット６０は、先端部３１の内部に配設されて
いる挿入部側ユニット６１と、アダプタ４０が挿入部３０の先端部３１に取り付けられた
際に、挿入部側ユニット６１に無接点で対向し、挿入部側ユニット６１との間で電磁誘導
が発生するようにアダプタ４０に配設されているアダプタ側ユニット６３とを有している
。
【００２１】
　[挿入部側ユニット６１]　
　図２Ｃに示すように、挿入部側ユニット６１は、電源部７０からケーブル６５を介して
電力を供給される。このケーブル６５は、挿入部３０と操作部２０とユニバーサルコード
２５とを挿通し、コネクタ部２５ａにまで配設されている。コネクタ部２５ａが電源部７
０と接続した際に、電力が電源部７０からケーブル６５を介して挿入部側ユニット６１に
供給される。
【００２２】
　図２Ａと図２Ｂと図２Ｃとに示すように、挿入部側ユニット６１は、第１の挿入部側誘
導部６１ａと、第１の挿入部側誘導部６１ａと逆のコイル極性を有し、第１の挿入部側誘
導部６１ａから吐き出された磁束が吸い込まれるように磁束を誘導する第２の挿入部側誘
導部６１ｂとを有している。
【００２３】
　図２Ｂに示すように、第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは
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、撮像ユニット５０を中心に同心円状に配設されている。詳細には、第１の挿入部側誘導
部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは、それぞれ複数配設されている。そして第１
の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは、撮像ユニット５０の軸回り
、言い換えると挿入部３０の中心軸の軸回りに沿って、交互に配設されている。第１の挿
入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは、互いに隣り合うように配設され
ている。そして第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは、撮像ユ
ニット５０の周囲に配設される。
【００２４】
　このような第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは、リング状
の基板部６１ｃに配設されている。よって第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側
誘導部６１ｂとは、円周上に配設される。なお基板部６１ｃは、プリント状の平板である
。基板部６１ｃの中空部６１ｄには、撮像ユニット５０が貫通している。第１の挿入部側
誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとは、例えばレジストによって互いに絶縁及
び保護されている。
【００２５】
　図２Ａに示すように、基板部６１ｃを含む第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部
側誘導部６１ｂとは、第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとが先
端部３１の先端面の内面に接着固定されるように、先端部３１の内部に配設されている。
【００２６】
　第１の挿入部側誘導部６１ａは、例えば左巻きに巻かれている渦巻き状のコイルのよう
な電気的な接続部である。　
　第２の挿入部側誘導部６１ｂは、例えば右巻きに巻かれている渦巻き状のコイルのよう
な電気的な接続部である。
【００２７】
　このように本実施形態では、挿入部３０において、１つのコイルが撮像ユニット５０を
巻回するように配設されているのではなく、複数のコイルを示す第１の挿入部側誘導部６
１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂとが撮像ユニット５０を中心に同心円状に配設され、
一方のコイルを示す第１の挿入部側誘導部６１ａと他方のコイルを示す第２の挿入部側誘
導部６１ｂとが交互に隣り合って配設されている。
【００２８】
　[アダプタ側ユニット６３]　
　図２Ｃに示すように、アダプタ側ユニット６３は、整流回路６７を介して照明部４１と
電気的に接続しており、電磁誘導によって挿入部側ユニット６１から無接点で給電され、
電力を照明部４１に供給する。
【００２９】
　図２Ｂに示すように、アダプタ側ユニット６３は、第２の挿入部側誘導部６１ｂに吸い
込まれる磁束と交差して電磁誘導作用を生じる第１のアダプタ側誘導部６３ａと、第１の
挿入部側誘導部６１ａから吐き出される磁束と交差して電磁誘導作用を生じる第２のアダ
プタ側誘導部６３ｂとを有している。
【００３０】
　図２Ｂに示すように、第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂ
とは、撮像ユニット５０を中心に同心円状に配設されている。詳細には、第１のアダプタ
側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとは、それぞれ複数配設されている。そ
して第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとは、撮像ユニット
５０の中心軸の軸回り、言い換えるとアダプタ４０の中心軸の軸回りに沿って、交互に配
設されている。第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとは、互
いに隣り合うように配設されている。そして第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダ
プタ側誘導部６３ｂとは、撮像ユニット５０の周囲に配設される。
【００３１】
　基板部６３ｃは、プリント状の平板である。基板部６３ｃは、先端部３１の外壁と、ア
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ダプタ４０の基端部の外壁とを介して、基板部６１ｃに対向している。基板部６３ｃの中
空部６３ｄには、撮像ユニット５０が貫通している。第１のアダプタ側誘導部６３ａと第
２のアダプタ側誘導部６３ｂとは、例えばレジストによって互いに絶縁及び保護されてい
る。
【００３２】
　基板部６３ｃを含む第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂと
は、第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとがアダプタ４０の
基端部の端面の内面に接着固定されるように、アダプタ４０の基端部の内部に配設されて
いる。また図２Ｂに示すように、第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導
部６３ｂとは、アダプタ４０が挿入部３０の先端部３１に取り付けられた際、撮像ユニッ
ト５０の中心軸方向において、第１のアダプタ側誘導部６３ａが第２の挿入部側誘導部６
１ｂと同軸上に配設され、第２のアダプタ側誘導部６３ｂが第１の挿入部側誘導部６１ａ
と同軸上に配設されるように、配設されている。このように、図２Ａと図２Ｂとに示すよ
うに、アダプタ４０が挿入部３０の先端部３１に取り付けられた際、第１のアダプタ側誘
導部６３ａは第２の挿入部側誘導部６１ｂと電磁誘導作用が生じるように第２の挿入部側
誘導部６１ｂと近接及び無接点で対向するように配設され、第２のアダプタ側誘導部６３
ｂは第１の挿入部側誘導部６１ａと電磁誘導作用が生じるように第１の挿入部側誘導部６
１ａと近接及び無接点で対向するように配設されている。なお基板部６３ｃと第１のアダ
プタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとを含むアダプタ側ユニット６３は
、基板部６１ｃと第２の挿入部側誘導部６１ｂと第１の挿入部側誘導部６１ａとを含む挿
入部側ユニット６１と例えば略同じ構成を有している。
【００３３】
　第１のアダプタ側誘導部６３ａは、例えば右巻きに巻かれている渦巻き状のコイルのよ
うな電気的な接続部である。　
　第２のアダプタ側誘導部６３ｂは、例えば左巻きに巻かれている渦巻き状のコイルのよ
うな電気的な接続部である。
【００３４】
　このように本実施形態では、アダプタ４０において、１つのコイルが撮像ユニット５０
を巻回するように配設されているのではなく、複数のコイルを示す第１のアダプタ側誘導
部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとが撮像ユニット５０を中心に同心円状に配設
され、一方のコイルを示す第１のアダプタ側誘導部６３ａと他方のコイルを示す第２のア
ダプタ側誘導部６３ｂとが交互に隣り合って配設されている。
【００３５】
　図２Ｃに示すように、整流回路６７は、アダプタ側ユニット６３と照明部４１とに電気
的に接続している。整流回路６７は、アダプタ側ユニット６３にて発生した交流電圧を直
流電圧に変換して、電力を照明部４１に供給する。
【００３６】
　[作用]　
　図２Ａに示すように、アダプタ４０は、挿入部３０の先端部３１に取り付けられる。こ
れにより図２Ｂに示すように、第１のアダプタ側誘導部６３ａは、第２の挿入部側誘導部
６１ｂと同軸上に配設され、第２の挿入部側誘導部６１ｂと近接及び対向するように配設
される。さらに図２Ｂに示すように第２のアダプタ側誘導部６３ｂは、第１の挿入部側誘
導部６１ａと同軸上に配設され、第１の挿入部側誘導部６１ａと近接及び対向するように
配設されている。このように、アダプタ側ユニット６３は、挿入部側ユニット６１に無接
点で対向する。
【００３７】
　コネクタ部２５ａが電源部７０と接続すると、電源部７０はアダプタ式内視鏡１０に電
力を供給する。このとき電力は、例えばケーブル６５を介して挿入部側ユニット６１に供
給される。
【００３８】
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　挿入部側ユニット６１において、例えば、第１の挿入部側誘導部６１ａは電源部７０か
ら電力を供給されると、交流電圧が第１の挿入部側誘導部６１ａに印加され、磁束が第１
の挿入部側誘導部６１ａに発生する。　
　図２Ｂに示すように、この磁束は、挿入部３０の先端部３１にて、第１の挿入部側誘導
部６１ａから吐き出されて、第１の挿入部側誘導部６１ａの両脇に配設されている第２の
挿入部側誘導部６１ｂに吸い込まれるように、第１の挿入部側誘導部６１ａから第２の挿
入部側誘導部６１ｂに流れる。　
　次に、磁束は、挿入部３０の先端部３１とアダプタ４０との間にて、第２の挿入部側誘
導部６１ｂから吐き出されて、第２の挿入部側誘導部６１ｂに対向する第１のアダプタ側
誘導部６３ａと交差するように、第２の挿入部側誘導部６１ｂから第１のアダプタ側誘導
部６３ａに流れる。　
　次に磁束は、第１のアダプタ側誘導部６３ａから第１のアダプタ側誘導部６３ａの両脇
に配設されている第２のアダプタ側誘導部６３ｂと交差するように、第１のアダプタ側誘
導部６３ａから第２のアダプタ側誘導部６３ｂに流れる。　
　そして磁束は、第２のアダプタ側誘導部６３ｂから第２のアダプタ側誘導部６３ｂに対
向する第１の挿入部側誘導部６１ａに吸い込まれるように、第２のアダプタ側誘導部６３
ｂから第１の挿入部側誘導部６１ａに流れる。
【００３９】
　このように磁束は、第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１ｂと第１
のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとの間でループするように流
れ、誘導される。
【００４０】
　前記したように磁束が流れることで、電力がアダプタ４０側に供給される。この電力は
、整流回路６７を介して照明部４１に供給される。そして、照明部４１は、対象物に照明
光を出射する。
【００４１】
　[効果]　
　このように本実施形態では、挿入部側ユニット６１とアダプタ側ユニット６３とによっ
て、照明部４１に無接点で給電できる。さらに本実施形態では、挿入部側ユニット６１と
アダプタ側ユニット６３とが撮像ユニット５０の周囲に配設されることで、画像の乱れを
抑えることができる。
【００４２】
　特に本実施形態では、複数の第１の挿入部側誘導部６１ａと第２の挿入部側誘導部６１
ｂとが撮像ユニット５０を中心に同心円状に配設され、第１の挿入部側誘導部６１ａと第
２の挿入部側誘導部６１ｂとが互いに電磁誘導するように交互に隣り合って配設されてい
る。この点は、第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導部６３ｂとについ
ても同様である。これにより、挿入部３０の先端部３１にて発生する電磁誘導において、
磁束は、第１の挿入部側誘導部６１ａから吐き出されて、第１の挿入部側誘導部６１ａに
隣り合う第２の挿入部側誘導部６１ｂに吸い込まれるように、第１の挿入部側誘導部６１
ａから第２の挿入部側誘導部６１ｂに流れる。そして磁束は、第２の挿入部側誘導部６１
ｂから第１のアダプタ側誘導部６３ａに流れる。またアダプタ４０にて、磁束は、第１の
アダプタ側誘導部６３ａから第２のアダプタ側誘導部６３ｂに流れる。そして磁束は、第
２のアダプタ側誘導部６３ｂから第１の挿入部側誘導部６１ａに流れる。つまり、磁束は
、挿入部３０の先端部３１とアダプタ４０との接続部分に集中する。　
　このように本実施形態では、磁束を、電磁誘導によって、第１の挿入部側誘導部６１ａ
と第２の挿入部側誘導部６１ｂと第１のアダプタ側誘導部６３ａと第２のアダプタ側誘導
部６３ｂとの間でループするように流すことができる。　
　このため本実施形態では、磁束が周囲に漏れ広がることが防止され、磁束が撮像ユニッ
ト５０にまで届くことを防止でき、磁束が撮像ユニット５０に影響することを防止でき、
撮像ユニット５０の誤作動を防止でき、撮像ユニット５０が撮像した画像が乱れることを
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【００４３】
　[第２の実施形態]　
　以下に、図３を参照して、第１の実施形態とは異なる構成のみ説明する。
【００４４】
　照明部４１は、赤色照明部４１Ｒと、緑色照明部４１Ｇと、青色照明部４１Ｂとによっ
て構成される。
【００４５】
　整流回路６７は、赤色照明部４１Ｒと、緑色照明部４１Ｇと、青色照明部４１Ｂとにそ
れぞれ配設されている。
【００４６】
　アダプタ側ユニット６３は、照明部４１と同数のグループに分けられており、グループ
ごとに整流回路６７を介して照明部４１と接続している。このため、一方のグループのア
ダプタ側ユニット６３は、他方のグループのアダプタ側ユニット６３とは絶縁されている
。
【００４７】
　一般的に、各照明部４１が必要な電力が各照明部４１によって異なる場合、電力が適切
に分配されるように、電力の分配を調整する調整機構が必要となる。本実施形態では、ア
ダプタ側ユニット６３がグループ化されることで、調整機構を不要にでき、簡素な構成で
、各照明部４１に十分な電力を供給できる。
【００４８】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【００４９】
　１０…アダプタ式内視鏡、３０…挿入部、３１…先端部、４０…アダプタ、４０ａ…先
端面、４１…照明部、５０…撮像ユニット、５１…本体ユニット、５１ａ…撮像レンズ、
５１ｂ…撮像素子、５１ｃ…撮像ケーブル、５３…レンズユニット、５３ａ…レンズカバ
ー、５３ｂ…アダプタ側レンズ、６０…無接点給電ユニット、６１…挿入部側ユニット、
６１ａ…第１の挿入部側誘導部、６１ｂ…第２の挿入部側誘導部、６１ｃ…基板部、６３
…アダプタ側ユニット、６３ａ…第１のアダプタ側誘導部、６３ｂ…第２のアダプタ側誘
導部、６３ｃ…基板部、６５…ケーブル、６７…整流回路、７０…電源部。
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